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(57)【要約】
【課題】有機ＥＬ素子の短寿命化を抑制し映像の明るさ
を低下させないで動画像解像度を向上できる有機ＥＬ表
示装置を提供する。
【解決手段】画素部を複数有する表示部と、各画素部の
有機ＥＬ素子の発光量に対応するデータ信号を表示部に
供給するデータ線駆動回路と、各画素部へのデータ信号
の書き込みを制御する走査線駆動回路と、有機ＥＬ素子
を発光させる発光期間と有機ＥＬ素子を発光させない黒
挿入期間とを１単位とする表示期間で、データ線駆動回
路及び走査線駆動回路を制御して画素部の有機ＥＬ素子
を発光させる制御部とを具備し、制御部は、画素部に書
き込むデータ信号に対応する輝度が所定値を超える場合
、発光期間では、所定値を超えた画素部の輝度と所定値
との差分が示す輝度に対応するデータ信号に基づきその
画素部の有機ＥＬ素子を発光させ、黒挿入期間では、所
定値が示す輝度に対応するデータ信号に基づきその画素
部の有機ＥＬ素子を発光させる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機ＥＬ素子を含む画素部を複数有する表示部と、
　前記各画素部の有機ＥＬ素子の発光量に対応するデータ信号を前記表示部に供給するデ
ータ線駆動回路と、
　前記各画素部への前記データ信号の書き込みを制御する走査線駆動回路と、
　前記有機ＥＬ素子を発光させる発光期間と黒信号に対応するデータ信号を前記有機ＥＬ
素子に供給して前記有機ＥＬ素子を発光させない黒挿入期間とを１単位とする表示期間に
おいて、前記データ線駆動回路および前記走査線駆動回路を制御することで前記画素部の
有機ＥＬ素子を発光させる制御部と、を具備し、
　前記制御部は、
　前記発光期間において前記画素部に書き込むデータ信号に対応する輝度が所定値を超え
る場合、前記発光期間では、前記所定値を超えた画素部の輝度と前記所定値との差分が示
す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記所定値を超えた画素部の有機ＥＬ素子を発光
させ、前記黒挿入期間では、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記
所定値を超えた画素部の有機ＥＬ素子を発光させる
　有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】
　前記有機ＥＬ表示装置は、さらに、輝度－階調特性を示すガンマ補正カーブに対応する
所定のデータを記憶している記憶部を具備し、
　前記制御部は、
　前記黒挿入期間においては、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に対して前記
記憶部に記憶されている所定のデータに基づく輝度－階調補正を行わずに前記所定値を超
えた画素部の有機ＥＬ素子を発光させ、前記発光期間においては、前記差分が示す輝度に
対応するデータ信号に対して前記記憶部に記憶されている所定のデータに基づいて輝度－
階調補正を行って、当該画素部の有機ＥＬ素子を発光させる
　請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】
　前記所定値は、全白を示すデータ信号に対応する輝度を１００パーセントとした場合の
５０パーセントの輝度に対応する値である
　請求項１又は請求項２に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項４】
　有機ＥＬ素子を含む画素部を複数有する表示部と、
　前記各画素部の有機ＥＬ素子の発光量に対応するデータ信号を前記表示部に供給するデ
ータ線駆動回路と、
　前記各画素部への前記データ信号の書き込みを制御する走査線駆動回路と、
　前記有機ＥＬ素子を発光させる発光期間と黒信号に対応するデータ信号を前記有機ＥＬ
素子に供給して前記有機ＥＬ素子を発光させない黒挿入期間とを１単位とする表示期間に
おいて、前記データ線駆動回路および前記走査線駆動回路を制御することで前記画素部の
有機ＥＬ素子を発光させる制御部と、を具備し、
　前記制御部は、
　前記発光期間において前記画素部に書き込むデータ信号に対応する輝度が所定値を超え
る場合、前記発光期間では、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記
所定値を超えた画素部の有機ＥＬ素子を発光させ、前記黒挿入期間では、前記所定値を超
えた画素部の輝度と前記所定値との差分が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記
所定値を超えた画素部の有機ＥＬ素子を発光させる
　有機ＥＬ表示装置。
【請求項５】
　前記有機ＥＬ表示装置は、さらに、輝度－階調特性を示すガンマ補正カーブに対応する
所定のデータを記憶している記憶部を具備し、
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　前記制御部は、
　前記発光期間においては、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に対して前記記
憶部に記憶されている所定のデータに基づいて輝度－階調補正を行わずに前記所定値を超
えた画素部の有機ＥＬ素子を発光させ、前記黒挿入期間においては、前記差分が示す輝度
に対応するデータ信号に対して前記記憶部に記憶されている所定のデータに基づく輝度－
階調補正を行って、当該画素部の有機ＥＬ素子を発光させる
　請求項４に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項６】
　前記所定値は、全白を示すデータ信号に対応する輝度を１００パーセントとした場合の
５０パーセントの輝度に対応する値である
　請求項４又は請求項５に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項７】
　有機ＥＬ素子を含む画素部を複数有する表示部と、前記各画素部の有機ＥＬ素子の発光
量に対応するデータ信号を前記表示部に供給するデータ線駆動回路と、前記各画素部への
前記データ信号の書き込みを制御する走査線駆動回路と、前記有機ＥＬ素子を発光させる
発光期間と黒信号に対応するデータ信号を前記有機ＥＬ素子に供給して前記有機ＥＬ素子
を発光させない黒挿入期間とを表示期間の１単位とする表示期間において、前記データ線
駆動回路および前記走査線駆動回路を制御することで前記画素部の有機ＥＬ素子を発光さ
せる制御部と、を具備する有機ＥＬ表示装置の制御方法であって、
　前記制御部に、前記発光期間において前記画素部に書き込むデータ信号に対応する輝度
が所定値を超えるか否かを判断させる判断ステップと、
　前記判断ステップにおいて、前記制御部により、前記発光期間において前記画素部に書
き込むべきデータ信号に対応する輝度が所定値を超えると判断される場合、前記発光期間
では、前記所定値を超えた画素部の輝度と前記所定値との差分が示す輝度に対応するデー
タ信号に基づいて前記所定値を超えた画素部の有機ＥＬ素子を発光させ、前記黒挿入期間
では、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記所定値を超えた画素部
の有機ＥＬ素子を発光させる制御ステップとを含む
　有機ＥＬ表示装置の制御方法。
【請求項８】
　有機ＥＬ素子を含む画素部を複数有する表示部と、前記各画素部の有機ＥＬ素子の発光
量に対応するデータ信号を前記表示部に供給するデータ線駆動回路と、前記各画素部への
前記データ信号の書き込みを制御する走査線駆動回路と、有機ＥＬ素子を発光させる発光
期間と黒信号に対応するデータ信号を前記有機ＥＬ素子に供給して前記有機ＥＬ素子を発
光させないとすべき黒挿入期間とを１単位とする表示期間において、前記データ線駆動回
路および前記走査線駆動回路を制御することで前記画素部の有機ＥＬ素子を発光させる制
御部と、を具備する有機ＥＬ表示装置の制御方法であって、
　前記制御部に、前記発光期間において前記画素部に書き込むデータ信号に対応する輝度
が所定値を超えるか否かを判断させる判断ステップと、
　前記判断ステップにおいて、前記制御部により、前記発光期間において前記画素部に書
き込むべきデータ信号に対応する輝度が所定値を超えると判断される場合、前記発光期間
では、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記所定値を超えた画素部
の有機ＥＬ素子を発光させ、前記黒挿入期間では、前記所定値を超えた画素部の輝度と前
記所定値との差分が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記所定値を超えた画素部
の有機ＥＬ素子を発光させる
　有機ＥＬ表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ表示装置およびその制御方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　有機エレクトロルミネッセンス素子（以下、有機ＥＬ素子と記す）は、陽極と陰極とで
発光層を含む有機層を挟んだ構造を有し、陽極から正孔、陰極から電子を注入し、発光層
内でそれらを再結合させて発光を取り出す発光素子である。
【０００３】
　このような有機ＥＬ素子を用いた表示装置（以下、有機ＥＬ表示装置と記す）は、例え
ばテレビなどに適用されるＦＰＤ（Ｆｌａｔ　Ｐａｎａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）候補として
注目されており、普及に向けた研究開発が盛んに行われている。
【０００４】
　有機ＥＬ表示装置は、ＣＲＴ（陰極線管）などのようなインパルス型の表示方式と異な
り、液晶と同様に、画素に次の書き換え信号が入力されるまで前の画像の輝度が保持され
るホールド型の表示方式（以下、ホールド駆動と記す）である。すなわち、有機ＥＬ表示
装置は、１フレーム周期（例えば１／６０ｓ）の間、同じ映像を表示し続ける。
【０００５】
　また、有機ＥＬ表示装置に用いられる有機ＥＬデバイスは、液晶表示装置に一般的に用
いられる液晶材料と比較して応答速度が速い。その上、液晶表示装置のようにバックライ
トを必要としないため、液晶表示装置と比較しても一層の薄型軽量化や低消費電力化が可
能である。
【０００６】
　しかし、上記の有機ＥＬデバイスの応答性は、液晶に比べて高いものの、液晶表示装置
同様にホールド駆動を行っているため、動画像解像度を落としてしまうホールドぼけが発
生する。これは、人間が動いている物体を見るとき、動く方向を予測して視線の動きを追
従させているのに対して、ホールド駆動では１フレーム周期（例えば１／６０ｓ）に、同
じ映像を表示し続けるため、その予測位置と実際に表示されている位置との間にずれが生
じ、位置のずれた映像が人間の脳の中で合成されてしまう。つまり、ホールド駆動では、
映像の表示方式と人間の視覚特性との関係に起因して映像がぼけて感じられるホールドぼ
けが発生してしまう。
【０００７】
　そのため、このホールドぼけを抑制し動画像解像度を上げるためには液晶表示装置と同
様に黒挿入駆動等を行う必要がある（例えば、特許文献１～特許文献３）。ここで、黒挿
入駆動とは、同じ映像（画像）を表示する１フィールド周期の表示期間中に黒表示期間を
設けることで、その映像の表示時間を短くする表示方式である。この黒挿入駆動等により
動画像解像度（動画表示性能）を高くすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００４－２６４４８１号公報
【特許文献２】特開２００６－３３０１３８号公報
【特許文献３】特開２００２－２３７０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記特許文献１～特許文献３では、黒挿入駆動等により動画像解像度（
動画表示性能）は高くなるものの、黒挿入駆動による映像の明るさ低下に対する考慮や有
機ＥＬ素子の劣化に対する考慮が十分でない。
【００１０】
　図１は、従来の黒挿入駆動方法を説明するための図である。図２は、従来の有機ＥＬ表
示装置の1画素に印加される電流値を示す図である。
【００１１】
　図１では、縦軸は、従来の有機ＥＬ表示装置が映像を表示する画面の位置を示しており
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、横軸は、時間を示している。図１では、１フィールド周期（例えば３０Ｈｚ）の間に黒
挿入期間を設けている。つまり、有機ＥＬ表示装置が映像を表示する画面で、１フレーム
期間（１６．７ｍｓ）（以下、発光期間と記載）には映像を表示し（図中、発光期間部と
記載）、黒挿入期間である次の１フレーム期間（１６．７ｍｓ）には黒表示する（図中、
黒挿入期間部と記載）ことにより、１フィールド周期（３３．２ｍｓ）で黒挿入駆動を行
う。
【００１２】
　図２では、黒挿入駆動されない場合（通常駆動）に１画素に印加される電流値（図中（
１））と、黒挿入駆動される場合に、通常駆動時と同じ平均輝度を実現するよう、１画素
に印加される電流値（図中（２））とを示している。ここで、黒挿入駆動の発光デューテ
ィ比を５０％とする。
【００１３】
　その場合、通常駆動時（デューティ比１００％）に例えば白を表示させるときと同じ平
均輝度を黒挿入駆動時に実現するためには、駆動電流と輝度がほぼ比例するため、通常駆
動時の２倍の電流値の印加が必要となる。しかし、有機ＥＬ素子に通常駆動時に比べて２
倍の電流値を負荷することにより、有機ＥＬ素子の劣化が促進されてしまう。また、有機
ＥＬ素子に流す最大電流を大きくするため、有機ＥＬ素子を駆動するＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　
Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）のサイズが大きくなる。そのため、消費電力も大きく
なってしまう。
【００１４】
　このように、黒挿入駆動を行うと動画像解像度（動画表示性能）は高くなるものの、黒
挿入駆動による映像の明るさ低下が生じる。黒挿入駆動を行うことにより映像の明るさが
低下してしまうことを防止するためには、映像の表示時間内での輝度を上げなければなら
ない。しかし、それは有機ＥＬ素子の劣化を促し、寿命が短くなる。これは、有機ＥＬ素
子の寿命は発光輝度が高いほど短くなる傾向があるためである。そのため、黒挿入駆動を
行うために発光デューティ比を下げるほど、有機ＥＬ素子の寿命が短くなってしまう。
【００１５】
　本発明は、上述の事情を鑑みてなされたもので、有機ＥＬ素子の短寿命化を抑制し映像
の明るさを低下させないで動画像解像度を向上できる有機ＥＬ表示装置およびその制御方
法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するために、本発明に係る有機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ素子を含む画
素部を複数有する表示部と、前記各画素部の有機ＥＬ素子の発光量に対応するデータ信号
を前記表示部に供給するデータ線駆動回路と、前記各画素部への前記データ信号の書き込
みを制御する走査線駆動回路と、前記有機ＥＬ素子を発光させる発光期間と黒信号に対応
するデータ信号を前記有機ＥＬ素子に供給して前記有機ＥＬ素子を発光させない黒挿入期
間とを１単位とする表示期間において、前記データ線駆動回路および前記走査線駆動回路
を制御することで前記画素部の有機ＥＬ素子を発光させる制御部と、を具備し、前記制御
部は、前記発光期間において前記画素部に書き込むデータ信号に対応する輝度が所定値を
超える場合、前記発光期間では、前記所定値を超えた画素部の輝度と前記所定値との差分
が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記所定値を超えた画素部の有機ＥＬ素子を
発光させ、前記黒挿入期間では、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて
前記所定値を超えた画素部の有機ＥＬ素子を発光させる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、有機ＥＬ素子の短寿命化を抑制し映像の明るさを低下させないで動画
像解像度を向上できる有機ＥＬ表示装置およびその制御方法を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
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【図１】従来の黒挿入駆動方法を説明するための図である。
【図２】従来の有機ＥＬ表示装置の１画素に印加される電流値を示す図である。
【図３】本発明の実施の形態における有機ＥＬ表示装置の機能ブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る有機ＥＬ表示装置の黒挿入駆動方法を説明するための
図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る有機ＥＬ表示装置の１画素に印加される電流値の一態
様を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る有機ＥＬ表示装置の１画素に印加される電流値の一態
様を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る有機ＥＬ表示装置の１画素に印加される電流値の一態
様を示す図である。
【図８】記憶部に記憶されている入力輝度に対する出力輝度の割当テーブルを用いて、本
実施の形態における黒挿入駆動を説明するための図である。
【図９】記憶部に記憶されている入力輝度に対する出力輝度の割当テーブルを用いて、本
実施の形態における黒挿入駆動を説明するための図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係る有機ＥＬ表示装置の黒挿入駆動の方法を説明するた
めのフローチャートである。
【図１１】本発明の有機ＥＬ表示装置を用いた表示装置の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ素子を含む画素部を複数有する表
示部と、前記各画素部の有機ＥＬ素子の発光量に対応するデータ信号を前記表示部に供給
するデータ線駆動回路と、前記各画素部への前記データ信号の書き込みを制御する走査線
駆動回路と、前記有機ＥＬ素子を発光させる発光期間と黒信号に対応するデータ信号を前
記有機ＥＬ素子に供給して前記有機ＥＬ素子を発光させない黒挿入期間とを１単位とする
表示期間において、前記データ線駆動回路および前記走査線駆動回路を制御することで前
記画素部の有機ＥＬ素子を発光させる制御部と、を具備し、前記制御部は、前記発光期間
において前記画素部に書き込むデータ信号に対応する輝度が所定値を超える場合、前記発
光期間では、前記所定値を超えた画素部の輝度と前記所定値との差分が示す輝度に対応す
るデータ信号に基づいて前記所定値を超えた画素部の有機ＥＬ素子を発光させ、前記黒挿
入期間では、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記所定値を超えた
画素部の有機ＥＬ素子を発光させる。
【００２０】
　本態様によれば、表示部が有する各画素部（各画素）において、書き込むデータ信号に
対応する輝度が所定値を超える場合、発光期間内において、輝度が所定値を超える該当画
素部の有機ＥＬ素子に供給する電流量を増加させる黒挿入駆動を行わない。該当する画素
部が有する有機ＥＬ素子において、発光期間内ではその有機ＥＬ素子供給する電流量は所
定値以下に抑えつつも、黒表示すべき黒挿入期間内にその有機ＥＬ素子に不足分の電流量
を供給する。
【００２１】
　これにより、輝度が所定値を超える画素部においては、発光期間内に供給する電流量と
黒挿入期間内に供給する電流量とを合わせた有機ＥＬ素子の発光をすることにより、輝度
が所定値を超える画素部の平均輝度を確保することができる。そのため、画素部の平均輝
度を維持しつつも黒挿入駆動を行えるだけでなく、有機ＥＬ素子に過渡な電流の負荷がか
かって劣化するのを防止できる。
【００２２】
　なお、この有機ＥＬ表示装置では、有機ＥＬ素子が発光期間後の残像をリセットするた
め、黒信号に対応するデータ信号を書き込む、すなわち黒挿入駆動する。上述したように
、黒挿入期間においても有機ＥＬ素子を発光させる場合が生ずるが、所定値の設定の仕方
により、黒挿入期間において有機ＥＬ素子を発光させる機会を低減させることができる。
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そのため、残像による動画表示の解像度の低下を抑制できる。
【００２３】
　ここで、前記有機ＥＬ表示装置は、さらに、輝度－階調特性を示すガンマ補正カーブに
対応する所定のデータを記憶している記憶部を具備し、前記制御部は、前記黒挿入期間に
おいては、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に対して前記記憶部に記憶されて
いる所定のデータに基づく輝度－階調補正を行わずに前記所定値を超えた画素部の有機Ｅ
Ｌ素子を発光させ、前記発光期間においては、前記差分が示す輝度に対応するデータ信号
に対して前記記憶部に記憶されている所定のデータに基づいて輝度－階調補正を行って、
当該画素部の有機ＥＬ素子を発光させてもよい。
【００２４】
　本態様によれば、黒挿入期間において、前記所定値を超えた画素部の有機ＥＬ素子を発
光させる場合、データ信号は、発光期間および黒挿入期間の双方にわたって当該画素部に
書き込むデータ信号に対応する輝度全体の高低に関わらず固定データとなる。すなわち平
均輝度は変化しないので、全体として輝度－階調補正処理が簡易となる。
【００２５】
　また、発光期間において、画素部の有機ＥＬ素子を発光させる場合、前記有機ＥＬ素子
を発光させるデータ信号に対応する輝度が所定値を超える場合であると否とに関わらず、
発光期間において、対応するデータ信号に対して輝度－階調補正を行う。このようにする
ことで、発光期間において、有機ＥＬ素子を発光させるデータ信号に対応する輝度が所定
値を超える場合と、有機ＥＬ素子を発光させるデータ信号に対応する輝度が所定値を超え
ない通常の場合とで、処理を共通にできる。そのため、全体として輝度－階調補正処理が
簡易となる。
【００２６】
　また、前記所定値は、全白を示すデータ信号に対応する輝度を１００パーセントとした
場合の５０パーセントの輝度に対応する値であってもよい。
【００２７】
　本態様によれば、黒挿入期間において有機ＥＬ素子を発光させる場合は、前記発光期間
において画素部に書き込むべきデータ信号に対応する輝度が前記５０パーセントを超える
場合となる。そのため、黒挿入期間において有機ＥＬ素子を発光させる頻度を低減させ、
残像による動画表示の解像度の低下を抑制できる。
【００２８】
　また、黒挿入期間において有機ＥＬ素子を発光させる発光量は、全白のデータ信号に対
応する輝度を１００パーセントとした場合の５０パーセントに対応する値に固定される。
これにより、５０パーセントの電流値に合わせた電圧設定ができるため、従来の黒挿入駆
動に比べて低消費電力化が可能となる。
【００２９】
　また、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ素子を含む画素部を複数有
する表示部と、前記各画素部の有機ＥＬ素子の発光量に対応するデータ信号を前記表示部
に供給するデータ線駆動回路と、前記各画素部への前記データ信号の書き込みを制御する
走査線駆動回路と、前記有機ＥＬ素子を発光させる発光期間と黒信号に対応するデータ信
号を前記有機ＥＬ素子に供給して前記有機ＥＬ素子を発光させない黒挿入期間とを１単位
とする表示期間において、前記データ線駆動回路および前記走査線駆動回路を制御するこ
とで前記画素部の有機ＥＬ素子を発光させる制御部と、を具備し、前記制御部は、前記発
光期間において前記画素部に書き込むデータ信号に対応する輝度が所定値を超える場合、
前記発光期間では、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記所定値を
超えた画素部の有機ＥＬ素子を発光させ、前記黒挿入期間では、前記所定値を超えた画素
部の輝度と前記所定値との差分が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記所定値を
超えた画素部の有機ＥＬ素子を発光させる。
【００３０】
　本態様によれば、表示部が有する各画素部において、書き込むデータ信号に対応する輝
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度が所定値を超える場合、発光期間内において、輝度が所定値を超える該当画素部の有機
ＥＬ素子に供給する電流量を増加させる黒挿入駆動を行わない。該当する画素部が有する
有機ＥＬ素子において、発光期間内ではその有機ＥＬ素子供給する電流量は所定値以下に
抑えつつも、黒表示すべき黒挿入期間内にその有機ＥＬ素子に不足分の電流量を供給する
。
【００３１】
　これにより、輝度が所定値を超える画素部においては、発光期間内に供給する電流量と
黒挿入期間内に供給する電流量とを合わせた有機ＥＬ素子の発光をすることにより、輝度
が所定値を超える画素部の平均輝度を確保することができる。そのため、画素部の平均輝
度を維持しつつも黒挿入駆動を行えるだけでなく、有機ＥＬ素子に過渡な電流の負荷がか
かって劣化するのを防止できる。
【００３２】
　なお、この有機ＥＬ表示装置では、有機ＥＬ素子が発光期間後の残像をリセットするた
め、黒信号に対応するデータ信号を書き込む、すなわち黒挿入駆動する。上述したように
、黒挿入期間においても有機ＥＬ素子を発光させる場合が生ずるが、所定値の設定の仕方
により、黒挿入期間において有機ＥＬ素子を発光させる機会を低減させることができる。
そのため、残像による動画表示の解像度の低下を抑制できる。
【００３３】
　また、前記有機ＥＬ表示装置は、さらに、輝度－階調特性を示すガンマ補正カーブに対
応する所定のデータを記憶している記憶部を具備し、前記制御部は、前記発光期間におい
ては、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に対して前記記憶部に記憶されている
所定のデータに基づいて輝度－階調補正を行わずに前記所定値を超えた画素部の有機ＥＬ
素子を発光させ、前記黒挿入期間においては、前記差分が示す輝度に対応するデータ信号
に対して前記記憶部に記憶されている所定のデータに基づく輝度－階調補正を行って、当
該画素部の有機ＥＬ素子を発光させてもよい。
【００３４】
　本態様によれば、黒挿入期間において、前記所定値を超えた画素部の有機ＥＬ素子を発
光させる場合、データ信号は、発光期間および黒挿入期間の双方にわたって当該画素部に
書き込むデータ信号に対応する輝度全体の高低に関わらず固定データとなる。すなわち平
均輝度は変化しないので、全体として輝度－階調補正処理が簡易となる。
【００３５】
　また、前記所定値は、全白を示すデータ信号に対応する輝度を１００パーセントとした
場合の５０パーセントの輝度に対応する値であってもよい。
【００３６】
　本態様によれば、黒挿入期間において有機ＥＬ素子を発光させる場合は、前記発光期間
において画素部に書き込むべきデータ信号に対応する輝度が前記５０パーセントを超える
場合となる。そのため、黒挿入期間において有機ＥＬ素子を発光させる頻度を低減させ、
残像による動画表示の解像度の低下を抑制できる。
【００３７】
　また、発光期間において有機ＥＬ素子を発光させる発光量は、全白のデータ信号に対応
する輝度を１００パーセントとした場合の５０パーセントに対応する値に固定される。こ
れにより、５０パーセントの電流値に合わせた電圧設定ができるため、従来の黒挿入駆動
に比べて低消費電力化が可能となる。
【００３８】
　さらに、前記発光期間に前記有機素子を発光させる発光量を５０パーセントとし、黒挿
入期間に有機ＥＬ素子を発光させる発光量を残りのパーセントとすることで、先に多くの
発光量を発光する。それにより、目に与える印象がより自然となる。
【００３９】
　また、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示装置の制御方法は、有機ＥＬ素子を含む画素
部を複数有する表示部と、前記各画素部の有機ＥＬ素子の発光量に対応するデータ信号を
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前記表示部に供給するデータ線駆動回路と、前記各画素部への前記データ信号の書き込み
を制御する走査線駆動回路と、前記有機ＥＬ素子を発光させる発光期間と黒信号に対応す
るデータ信号を前記有機ＥＬ素子に供給して前記有機ＥＬ素子を発光させない黒挿入期間
とを表示期間の１単位とする表示期間において、前記データ線駆動回路および前記走査線
駆動回路を制御することで前記画素部の有機ＥＬ素子を発光させる制御部と、を具備する
有機ＥＬ表示装置の制御方法であって、前記制御部に、前記発光期間において前記画素部
に書き込むデータ信号に対応する輝度が所定値を超えるか否かを判断させる判断ステップ
と、前記判断ステップにおいて、前記制御部により、前記発光期間において前記画素部に
書き込むべきデータ信号に対応する輝度が所定値を超えると判断される場合、前記発光期
間では、前記所定値を超えた画素部の輝度と前記所定値との差分が示す輝度に対応するデ
ータ信号に基づいて前記所定値を超えた画素部の有機ＥＬ素子を発光させ、前記黒挿入期
間では、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記所定値を超えた画素
部の有機ＥＬ素子を発光させる制御ステップとを含む。
【００４０】
　また、本発明の別の一態様に係る有機ＥＬ表示装置の制御方法は、有機ＥＬ素子を含む
画素部を複数有する表示部と、前記各画素部の有機ＥＬ素子の発光量に対応するデータ信
号を前記表示部に供給するデータ線駆動回路と、前記各画素部への前記データ信号の書き
込みを制御する走査線駆動回路と、有機ＥＬ素子を発光させる発光期間と黒信号に対応す
るデータ信号を前記有機ＥＬ素子に供給して前記有機ＥＬ素子を発光させないとすべき黒
挿入期間とを１単位とする表示期間において、前記データ線駆動回路および前記走査線駆
動回路を制御することで前記画素部の有機ＥＬ素子を発光させる制御部と、を具備する有
機ＥＬ表示装置の制御方法であって、前記制御部に、前記発光期間において前記画素部に
書き込むデータ信号に対応する輝度が所定値を超えるか否かを判断させる判断ステップと
、前記判断ステップにおいて、前記制御部により、前記発光期間において前記画素部に書
き込むべきデータ信号に対応する輝度が所定値を超えると判断される場合、前記発光期間
では、前記所定値が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記所定値を超えた画素部
の有機ＥＬ素子を発光させ、前記黒挿入期間では、前記所定値を超えた画素部の輝度と前
記所定値との差分が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて前記所定値を超えた画素部
の有機ＥＬ素子を発光させる。
【００４１】
　なお、本発明は、装置またはその装置を構成する処理手段をステップとする方法として
実現するだけでなく、このような装置が備える処理手段を備える集積回路として実現する
こともできる。
【００４２】
　（実施の形態１）
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００４３】
　図３は、本発明の実施の形態における有機ＥＬ表示装置の機能ブロック図である。図３
に示す有機ＥＬ表示装置１００は、制御部１０と、データ線駆動回路１１と、走査線駆動
回路１２と、表示部１３とを備える。有機ＥＬ表示装置１００は、制御部１０により黒挿
入駆動されて、入力された映像信号に基づく画像を表示する。以下、本実施の形態におけ
る黒挿入駆動（以下、本黒挿入駆動と記載する）を中心に説明し、その他に関する部分は
、従来技術と同様のため説明を省略する。
【００４４】
　表示部１３は、複数の画素部（画素）を有し、外部から有機ＥＬ表示装置１００へ入力
された映像信号に基づいて、画像を表示する。具体的には、表示部１３は、データ線駆動
回路１１と走査線駆動回路１２とからの電流供給により画素の有する有機ＥＬ素子が発光
することで画像を表示する。
【００４５】
　データ線駆動回路１１は、制御部１０により入力された映像信号に従って、表示部１３



(10) JP 2011-85768 A 2011.4.28

10

20

30

40

50

が有する各画素の有機ＥＬ素子が発光すべき発光量に対応するデータ信号を表示部１３に
供給する。
【００４６】
　走査線駆動回路１２は、データ線駆動回路１１により供給されたデータ信号の表示部１
３が有する各画素への書き込みを制御する。
【００４７】
　制御部１０は、制御回路２０と、画質変換回路１０１と、映像信号出力回路１０６とを
備え、データ線駆動回路１１、走査線駆動回路１２を制御する機能を有する。制御部１０
は、データ線駆動回路１１および走査線駆動回路１２を制御して表示部１３が有する各画
素部を発光させて、表示部１３に画像を表示させる。
【００４８】
　また、制御部１０は、発光期間（例えば１フレーム期間）と黒挿入期間（例えば１フレ
ーム期間）とを１単位（例えば１フィールド期間）とする表示期間に、データ線駆動回路
１１および走査線駆動回路１２を制御して表示部１３が有する各画素を発光させることに
より本黒挿入駆動を行う。ここで、発光期間とは、表示部１３が有する画素の有機ＥＬ素
子を発光させる期間であり、本黒挿入期間とは、表示部１３が有する画素の有機ＥＬ素子
を発光させない（黒表示）とすべき期間である。
【００４９】
　以下、制御部１０を構成する構成要素を用いて詳細に説明する。
【００５０】
　画質変換回路１０１は、表示部１３で画像を表示するために、有機ＥＬ表示装置１００
に入力された映像信号の画質を変換し、変換した映像信号を輝度信号判定部１０２に出力
する。なお、画質の変換としては、例えば解像度の変更等、映像信号を輝度信号と色差信
号とを含む映像信号に変換する等、表示部１３で画像を表示するために行われるものも含
まれる。
【００５１】
　制御回路２０は、輝度信号判定部１０２と、記憶部１０３と、発光フレーム信号作成部
１０４と、黒挿入フレーム信号作成部１０５とを備える。なお、記憶部１０３は、制御部
１０内外のいずかに備えていればよく、ここでは図３に示すように制御部１０の外部に備
えているとしている。
【００５２】
　輝度信号判定部１０２は、画質変換回路１０１により入力された映像信号から、表示部
１３の各画素の輝度が所定値を超えるか否かを判定する。
【００５３】
　ここで、例えば所定値とは、有機ＥＬ表示装置１００がデューティ比５０％の従来の黒
挿入駆動を行う場合の白表示（輝度１００％）の半分すなわち輝度５０％に対応する値で
ある。なお、所定値が輝度５０％に対応する値である場合、黒挿入期間において有機ＥＬ
素子を発光させる頻度を低減させ、残像による動画表示の解像度の低下を抑制できるため
好ましいが、輝度５０％に限らず、輝度６０％としても輝度４０％としてもよい。
【００５４】
　また、所定値は、記憶部１０３に記憶されており、輝度信号判定部１０２は、予め記憶
部１０３により所定値を取得している。なお、所定値は、記憶部１０３に記憶されずに、
予め輝度信号判定部１０２に設定されていたとしてもよい。
【００５５】
　そして、輝度信号判定部１０２は、ある画素の輝度が所定値を超えると判断する場合、
該当画素において黒挿入期間で例えば白表示（輝度５０％分の表示）を行う本黒挿入駆動
を行う旨を示す信号を発光フレーム信号作成部１０４と黒挿入フレーム信号作成部１０５
とに出力する。また、輝度信号判定部１０２は、それとともに、画質変換回路１０１によ
り入力された映像信号を、発光フレーム信号作成部１０４と黒挿入フレーム信号作成部１
０５とに出力する。
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【００５６】
　一方、輝度信号判定部１０２は、画素の輝度が所定値を超えないと判断する場合、該当
画素において例えば黒挿入期間で黒表示を行う従来の黒挿入駆動を行う旨を示す信号を発
光フレーム信号作成部１０４と黒挿入フレーム信号作成部１０５とに出力する。また、輝
度信号判定部１０２は、それとともに、画質変換回路１０１により入力された映像信号を
、発光フレーム信号作成部１０４と黒挿入フレーム信号作成部１０５とに出力する。
【００５７】
　記憶部１０３は、例えばメモリなどである。記憶部１０３には、所定値が記憶されてお
り、例えば有機ＥＬ表示装置１００がデューティ比５０％の従来の黒挿入駆動を行う場合
の白表示（輝度１００％）の半分すなわち輝度５０％に対応する値である所定値が記憶さ
れている。また、記憶部１０３には、例えば、入力輝度に対する出力輝度の割当テーブル
であるＬＵＴ（Ｌｏｏｋ　ｕｐ　Ｔａｂｌｅ）が記憶されている。例えば、輝度－階調特
性を示したガンマ補正カーブに対応する所定のデータが記されているＬＵＴが記憶されて
いる。
【００５８】
　発光フレーム信号作成部１０４は、輝度信号判定部１０２の判定結果に従って、入力さ
れた映像信号から発光期間における発光フレームを示す信号を作成する。
【００５９】
　具体的には、フレーム中のある画素について本黒挿入駆動を行う旨を示す信号と、その
画素以外には従来の黒挿入駆動を行う旨の信号を受けたとする。すると、発光フレーム信
号作成部１０４は、フレーム中の該当する画素において、該当画素が示す輝度から所定値
を差し引いた差分の輝度に対応する輝度信号を用いて、かつ、フレーム中の該当画素以外
においては、該当画素以外が示す輝度に対応する輝度信号を用いて、発光期間における発
光フレームを示す信号を作成する。ここで、発光フレーム信号作成部１０４は、例えば、
差分の輝度を、記憶部１０３に格納されているＬＵＴに基づいて輝度－階調補正を行うこ
とで、その差分の輝度に対応する輝度信号を作成する。
【００６０】
　また、発光フレーム信号作成部１０４は、作成した発光フレームを示す信号を映像信号
出力回路１０６に出力する。
【００６１】
　黒挿入フレーム信号作成部１０５は、輝度信号判定部１０２の判定結果に従って、入力
された映像信号から黒挿入期間における黒挿入フレームを示す信号を作成する。
【００６２】
　具体的には、フレーム中のある画素について本黒挿入駆動を行う旨を示す信号と、その
画素以外には従来の黒挿入駆動を行う旨の信号を受けたとする。すると、黒挿入フレーム
信号作成部１０５は、フレーム中の該当する画素において、所定値に対応する輝度信号を
用いて、かつ、フレーム中の該当画素以外においては、黒表示となるよう、黒挿入期間に
おける黒挿入フレームを示す信号を作成する。
【００６３】
　また、黒挿入フレーム信号作成部１０５は、作成した黒挿入フレームを示す信号を映像
信号出力回路１０６に出力する。
【００６４】
　映像信号出力回路１０６は、制御回路２０により入力された発光期間と黒挿入期間とを
１単位とする表示期間の映像信号、例えば１２０Ｈｚの発光フレームと１２０Ｈｚの黒挿
入フレームとの映像信号をデータ線駆動回路１１に出力する。具体的には、発光フレーム
信号作成部１０４により入力された１２０Ｈｚの発光フレームを示す信号と黒挿入フレー
ム信号作成部１０５により入力された１２０Ｈｚの黒挿入フレームを示す信号とをデータ
線駆動回路１１に出力する。
【００６５】
　このように、制御回路２０は、有機ＥＬ表示装置１００に入力された映像信号から、発
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光期間において表示部１３が有する画素部に書き込むべきデータ信号に対応する輝度が所
定値を超える場合、輝度が所定値を超えた画素において、発光期間では輝度と所定値との
差分が示す輝度に対応するデータ信号に基づいてその有機ＥＬ素子を発光させ、黒挿入期
間では所定値が示す輝度に対応するデータ信号に基づいて有機ＥＬ素子を発光させる。
【００６６】
　また、制御回路２０は、該当画素において、黒挿入期間に有機ＥＬ素子を発光させる場
合、有機ＥＬ素子を発光させるデータ信号に対しては記憶部１０３に記憶されているＬＵ
Ｔに基づく輝度－階調補正を行わずに所定値を超えた該当画素の有機ＥＬ素子を発光させ
る。一方、制御回路２０は、該当画素において、発光期間に有機ＥＬ素子を発光させる場
合、有機ＥＬ素子を発光させるデータ信号に対しては記憶部１０３に記憶されているＬＵ
Ｔに基づき輝度－階調補正を行って、当該画素の有機ＥＬ素子を発光させる。
【００６７】
　このようにすることで、本黒挿入駆動する場合でも、データ信号は、発光期間および黒
挿入期間の双方にわたって当該画素に書き込むデータ信号に対応する輝度全体の高低にか
かわらず固定データとすることができる。また、発光期間において有機ＥＬ素子を発光さ
せるデータ信号に対して、本黒挿入駆動の場合と従来の黒挿入駆動の場合とで処理を共通
にできる。それにより、全体として輝度－階調補正処理が管理となる。
【００６８】
　以上のように、有機ＥＬ表示装置１００は構成される。
【００６９】
　図４は、本発明の実施の形態に係る有機ＥＬ表示装置の黒挿入駆動方法を説明するため
の図である。図５～図７は、本発明の実施の形態に係る有機ＥＬ表示装置の黒挿入駆動時
に所定の１画素に印加される電流値の例を示す図である。
【００７０】
　図４では、縦軸は、有機ＥＬ表示装置１００が映像を表示する画面の位置を示しており
、横軸は、時間を示している。図４では、1フィールド周期（例えば３０Ｈｚ）の期間に
黒挿入期間を設けている。つまり、有機ＥＬ表示装置１００が映像を表示する画面で、発
光期間である１フレーム期間（１６．７ｍｓ）には映像を表示し（図中、発光期間部と記
載）、黒挿入期間である次の１フレーム期間（１６．７ｍｓ）には黒表示する（図中、黒
挿入期間部と記載）ことにより、１フィールド期間（３３．２ｍｓ）の間に黒挿入駆動を
行う。ただし、有機ＥＬ表示装置１００は、例えば、１フレーム内において、所定値（輝
度５０％）を超える輝度がある場合、該当する画素において、所定値を超える分の輝度に
ついては発光期間（図中、発光期間部）に発光させ、所定値の輝度については黒挿入期間
（図中、黒挿入期間部）で発光させる。
【００７１】
　このようにすることで、黒挿入駆動時に、平均輝度を補償するために発光期間部におい
て有機ＥＬ素子の劣化を促進する所定値（ここでは輝度５０％に対応する値）を超えて画
素に電流が印加されることを抑制することができる。それにより、有機ＥＬ素子が劣化す
るのを防止できる。また、このようにすることで、黒挿入駆動しない場合と同等の平均輝
度を確保することができる。
【００７２】
　なお、上記では、説明の便宜のため、１フィールド周期として、例えば３０Ｈｚの例を
挙げているが、それに限らない。６０Ｈｚでもよいのはいうまでもない。その場合、図３
で示したように、１フィールド周期が６０Ｈｚとなり、１フレーム周期が１２０Ｈｚとな
る。
【００７３】
　図５は、有機ＥＬ表示装置１００における本黒挿入駆動時にデータ線駆動回路１１によ
り所定の１画素に印加される電流値（図中（３））を示している。比較のために、通常駆
動時（デューティ比１００％）に所定の１画素に印加される電流値（図中（１））と、従
来の発光デューティ比５０％の黒挿入駆動時に所定の１画素に印加される電流値（図中（
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２））とを示している。ここで、図中、期間ａ～期間ｄは、それぞれ１フレーム期間を示
しており、期間ａおよび期間ｃそれぞれが発光期間を、期間ｂおよび期間ｄそれぞれが黒
挿入期間を示している。また、期間ａおよび期間ｂの期間が１フィールド期間（表示期間
）を示している。また、有機ＥＬ表示装置１００がデューティ比５０％の従来の黒挿入駆
動を行う場合の白表示を輝度１００％としている。
【００７４】
　（１）に示す通常駆動時では、期間ａと期間ｂとの１フィールド期間で白表示に対応す
る電流値が印加され、期間ｃと期間ｄとの１フィールド期間で、１５％の輝度に対応する
電流値が印加されているとする。
【００７５】
　その場合、（２）に示す従来の黒挿入駆動では、期間ｂおよび期間ｄそれぞれで黒表示
に対応する０の電流値が印加されることになる。ここで、通常駆動時と同じ平均輝度を実
現するためには、期間ａにおいて、通常駆動時の２倍の電流値が印加されることになる。
これは上述したように、有機ＥＬ素子に過渡な電流の負荷がかかることになり、有機ＥＬ
素子が劣化するのにつながってしまう。なお、期間ｃでは、通常駆動時の２倍の３０％の
輝度に対応する電流値が印加される。
【００７６】
　それに対し、（３）に示す本黒挿入駆動では、期間ａで白表示に対応する通常駆動時の
２倍の電流値を印加せず、従来の黒挿入駆動の白表示に対応する輝度から所定値を差し引
いた差分の輝度に対応する電流値が印加される。そして、期間ｂで、所定値の輝度に対応
する電流値が印加される。なお、図５では、所定値を輝度５０％に対応する値すなわち通
常駆動時の白表示に対応する値としている。また、期間ｃおよび期間ｄの１フィールド期
間では、（２）に示す従来の黒挿入駆動と同じであるため説明を省略する。
【００７７】
　このように駆動させるのは、所定値（輝度５０％）を超える輝度に対応する電流値を有
機ＥＬ素子に印加させないためである。これにより有機ＥＬ素子の劣化を促進させないよ
うすることができる。そして、通常駆動時と同じ平均輝度を実現するために、本来黒表示
される黒挿入期間で、発光期間で表示しないとする輝度分に対応する電流値を印加する。
ここでは、発光期間に、所定値との差分の輝度分に対応する電流値を印加し、黒挿入期間
に、所定値に対応する電流値を印加している。
【００７８】
　図６は、期間ａと期間ｂとの１フィールド期間において通常駆動時に白表示ではなく輝
度３５％に対応する電流値が印加されている場合の例を示している。なお、期間ｃと期間
ｄとの１フィールド期間については、図５の場合と同様であるため、説明を省略する。
【００７９】
　この場合、（２）に示す従来の黒挿入駆動では、期間ｂで黒表示として０の電流値が印
加されることになるので、通常駆動時と同じ平均輝度を実現するために、期間ａにおいて
、通常駆動時の２倍の電流値すなわち輝度７０％に対応する電流値が印加される。
【００８０】
　それに対し、（３）に示す本黒挿入駆動では、期間ａで輝度７０％に対応する通常駆動
時の２倍の電流値を印加せず、輝度７０％から所定値（輝度５０％）を差し引いた差分の
２０％輝度に対応する電流値を印加する。そして、期間ｂで、所定値の５０％輝度に対応
する電流値を印加する。
【００８１】
　このように、発光期間に、所定値を超えた輝度分に対応する電流値を印加し、黒挿入期
間に、所定値に対応する電流値を印加する。
【００８２】
　なお、発光期間に、所定値に対応する電流値を印加し、黒挿入期間に、所定値を超えた
輝度分に対応する電流値を印加するとしてもよい。それを図７に示している。
【００８３】
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　図７は、期間ａと期間ｂにおいて通常駆動時に白表示ではなく輝度３５％に対応する電
流値が印加されている場合の別の例を示している。なお、期間ｃと期間ｄとの１フィール
ド期間については、図５の場合と同様であり、（１）に示す通常駆動時と（２）に示す従
来の黒挿入駆動時については図６と同様であるため、説明を省略する。
【００８４】
　（３）に示す本黒挿入駆動では、期間ａで輝度７０％に対応する通常駆動時の２倍の電
流値を印加せず、所定値の５０％輝度に対応する電流値を印加する。そして、期間ｂでは
、輝度７０％から所定値（輝度５０％）を差し引いた差分の２０％輝度に対応する電流値
が印加される。
【００８５】
　このように、発光期間に、所定値に対応する電流値を印加し、黒挿入期間に、所定値を
超えた輝度分に対応する電流値を印加するとしてもよい。
【００８６】
　図８およびは図９は、記憶部に記憶されている入力輝度に対する出力輝度の割当テーブ
ルを用いて、本実施の形態における黒挿入駆動を説明するための図である。図８では、γ
＝１．０のときの輝度－階調特性を表したガンマ補正カーブを示している。図９では、γ
＝２．２のときの輝度－階調特性を表したガンマ補正カーブを示している。
【００８７】
　ここで、ガンマ値γとは、入力された信号の強さに応じて変化する輝度を表す指標のこ
とである。また、入力された信号の強さと画面の輝度は通常比例関係にはならず、曲線を
描くガンマ特性を示す。このとき、ガンマ補正と呼ばれる調整を行うことで、ディスプレ
イごとに異なるガンマ値を修正することができる。なお、ガンマ値が１に近いほど、自然
な画像となる。
【００８８】
　図８に示すようにガンマ値が１の場合、本黒挿入駆動において、発光フレームと黒挿入
フレームとを設けて、制御回路２０に入力される映像信号の下位ビットを表示する。する
と、制御回路２０に入力される映像信号の最上位ビットが１の場合、発光フレームでは、
下位ビットの発光を行い（図中Ｃの輝度分の表示）、黒挿入フレームでは表示部１３を発
光させればよい（図中Ｂの輝度分の表示）。このようにすれば、発光フレームでは、アナ
ログ駆動ではあるが、黒挿入フレームでは、最上位ビットが１の場合のみに表示部１３で
白表示させるデジタル駆動となる。
【００８９】
　同様に、図９に示すようにガンマ値が２．２の場合、本黒挿入駆動において、発光フレ
ームと黒挿入フレームを設けて、輝度５０％を超える映像信号が示す画素に対してのみ、
黒挿入フレームで発光させる（図中Ｅの輝度分の表示）。このとき、表示フレームでの映
像信号（図中Ｆの輝度分）は、図９に示すＬＵＴに基づき、ガンマを満たすような値に変
換する。
【００９０】
　ただし、表示部１３等のディスプレイにおいて、ガンマ値は通常１にならないので、現
実的には図９で説明したようになる。すなわち、記憶部１０３に格納されているＬＵＴに
基づき、差分の輝度を補正する。
【００９１】
　図１０は、本発明の実施の形態に係る有機ＥＬ表示装置の黒挿入駆動の方法を説明する
ためのフローチャートである。
【００９２】
　まず、例えば６０Ｈｚの映像信号が有機ＥＬ表示装置１００すなわち制御部１０の画質
変換回路１０１に入力される。表示部１３で画像を表示するために、有機ＥＬ表示装置１
００に入力された映像信号の画質を変換し、変換した映像信号を輝度信号判定部１０２に
出力する。
【００９３】
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　次に、制御回路２０は、画質変換回路１０１により入力された映像信号から、表示部１
３の画素ごとの輝度が輝度５０％（所定値）を超えるか否かを判定する（Ｓ１０１）。
【００９４】
　制御回路２０は、ある画素の映像信号が示す輝度が輝度５０％（所定値）を超える場合
（Ｓ１０１のＹｅｓの場合）、表示フレーム中の該当画素において、該当画素の輝度から
輝度５０％（所定値）分を差し引いた差分の輝度に対応する映像信号をγに合うように変
換して表示する（Ｓ１０３）。そして、黒挿入フレーム中の該当画素については、輝度５
０％（所定値）分の輝度の表示すなわち白表示を行う。そうすることで、黒表示はされな
くなるものの、表示フレームを表示する発光期間内に、表示部１３の画素部が有する有機
ＥＬ素子に供給する電流量を輝度５０％に抑えることができる。
【００９５】
　反対に、制御回路２０は、Ｓ１０１において、ある画素の映像信号が示す輝度が５０％
（所定値）以下の場合（Ｓ１０１のＮｏの場合）、表示フレーム中のその画素において、
その画素の映像信号をデータ線駆動回路１１に書き込むことで表示部１３に表示させる（
Ｓ１０７）。黒挿入フレーム中のその画素においては、従来の黒挿入駆動のように、黒表
示を行う。
【００９６】
　以上のように、有機ＥＬ表示装置１００は、本黒挿入駆動を行う。
【００９７】
　以上、本実施の形態の有機ＥＬ表示装置１００によれば、表示部１３が有する各画素に
おいて、表示部が有する各画素において、書き込むデータ信号に対応する輝度が所定値を
超える場合、発光期間内において、輝度が所定値を超える該当画素の有機ＥＬ素子に供給
する電流量を増加させる黒挿入駆動を行わない。該当画素が有する有機ＥＬ素子において
、発光期間内ではその有機ＥＬ素子に供給する電流量は所定値以下に抑えつつ、黒表示す
べき黒挿入期間内にその有機ＥＬ素子に不足分の電流量を供給する。これにより、輝度が
所定値を超える画素においては、発光期間内に供給する電流量と黒挿入期間内に供給する
電流量とを合わせた有機ＥＬ素子の発光をすることにより、輝度が所定値を超える画素の
平均輝度を確保することができる。そのため、画素の平均輝度を維持しつつも黒挿入駆動
を行えるだけでなく、有機ＥＬ素子に過渡な電流の負荷がかかって劣化するのを防止でき
る。
【００９８】
　なお、この有機ＥＬ表示装置１００では、有機ＥＬ素子が発光期間後の残像をリセット
するため、黒信号に対応するデータ信号を書き込む、すなわち黒挿入駆動する。上述した
ように、黒挿入期間においても有機ＥＬ素子を発光させる場合が生ずるが、所定値の設定
の仕方により、黒挿入期間において有機ＥＬ素子を発光させる機会を低減させることがで
きる。そのため、残像による動画表示の解像度の低下を抑制できる。つまり、黒挿入期間
において有機ＥＬ素子を発光させることによる動画表示の解像度の低下は、所定値の設定
の仕方により、気にならない程度と推測される。
【００９９】
　また、黒挿入期間を有機ＥＬ素子を発光させる場合、発光期間に有機素子を発光させる
発光量は、所定値、例えば全白のデータ信号に対応する輝度を１００パーセントとした場
合の５０パーセントに対応する値に固定する。これにより、５０パーセントの電流値に合
わせた電圧設定ができるため、従来の黒挿入駆動に比べて低消費電力化が可能となる。
【０１００】
　以上のように、本発明の有機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ素子を含む画素部を複数有する
表示部と、前記各画素部の有機ＥＬ素子の発光量を決定するデータ信号を前記表示部に供
給するデータ線駆動回路と、前記各画素部への前記データ信号の書き込みを制御する走査
線駆動回路と、有機ＥＬ素子を発光させる発光期間と当該有機ＥＬ素子を発光させないと
すべき黒挿入期間とを１単位とする表示期間において、前記データ線駆動回路および前記
走査線駆動回路を制御することで前記画素部の有機ＥＬ素子を発光させる制御部と、を具
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する輝度が所定値を超える場合、前記データ線駆動回路を制御して、前記所定値を超えた
画素部の輝度を前記発光期間と前記黒挿入期間とに振り分けて当該画素部の有機ＥＬ素子
を発光させることにより、前記発光期間および前記黒挿入期間において当該画素部に書き
込むべきデータ信号に対応する輝度を所定値以下にする。
【０１０１】
　それにより、有機ＥＬ素子の短寿命化を抑制し映像の明るさを低下させないで動画像解
像度を向上できる有機ＥＬ表示装置およびその制御方法を実現することができる。
【０１０２】
　なお、発光期間に有機ＥＬ素子を発光させる発光量を５０パーセントとし、黒挿入期間
に発光素子を発光させる発光量を残りのパーセントとしてもよい。これは、先に多くの発
光量を発光させることができ、目に与える印象がより自然となる効果を奏する。また、こ
の場合、黒挿入フレーム信号作成部１０５において、例えば、差分の輝度を、記憶部１０
３に格納されているＬＵＴに基づいて輝度－階調補正を行うことで、その差分の輝度に対
応する輝度信号を作成すればよい。
【０１０３】
　また、所定値を超えた画素部（画素）の輝度を、発光期間と黒挿入期間とに振り分ける
方法は、上述の例に限られない。例えば、所定値を超えた画素部の輝度を一律１／２にし
て振り分けてもよい。
【０１０４】
　また、表示期間を構成する黒挿入期間と発光期間とを同じ時間（デューティ比５０％）
として説明したが、それに限らない。ホールドぼけなどを抑制すなわち動画像解像度を向
上できるデューティ比であればよい。その場合にも、同様に、黒挿入期間では、予め定め
た所定値の輝度となるよう有機ＥＬ素子を発光させ、発光期間で残りの輝度を発光させる
などとすればよい。発光期間で輝度が所定値を超える場合も考えられるが、有機ＥＬ素子
の劣化の度合いなどを鑑みて、デューティ比、所定値を決定すればよい。
【０１０５】
　以上、本発明の有機ＥＬ表示装置およびその制御方法について、実施の形態に基づいて
説明したが、本発明は、この実施の形態に限定されるものではない。本発明の趣旨を逸脱
しない限り、当業者が思いつく各種変形を本実施の形態に施したものや、異なる実施の形
態における構成要素を組み合わせて構築される形態も、本発明の範囲内に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１０６】
　本発明は、有機ＥＬ表示装置およびその制御方法に利用でき、特に、図１１に示される
ように例えばテレビなどのＦＰＤ表示装置に利用することができる。
【符号の説明】
【０１０７】
　１０　　制御部
　１１　　データ線駆動回路
　１２　　走査線駆動回路
　１３　　表示部
　２０　　制御回路
　１００　　有機ＥＬ表示装置
　１０１　　画質変換回路
　１０２　　輝度信号判定部
　１０３　　記憶部
　１０４　　発光フレーム信号作成部
　１０５　　黒挿入フレーム信号作成部
　１０６　　映像信号出力回路
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